
 

 

 ２０１６年１月実績概要（メモ）  

（２０１６．２．１８） 

エチレン製造装置の稼働は高い水準が続く。 

 

１．生 産 動 向  

イ）エチレン ６００，９００トン  
 前 月  比    ▲ ２．１％（▲１３，２００トン） 
 前年同月比    ▲ ２．１％（▲１３，２００トン） 

稼働プラントの実質稼働率試算：前月９７．１％→ 当月 ９８．４％ ←前年同月９２．９％ 
定修プラント：前月 なし → 当月 なし ←前年同月 なし 

 
ロ）主な石油化学製品 

前月比では、稼働率要因または定修規模差から塩ビ樹脂、MMA モノマー、AN、SBR、ベンゼン、
トルエンなどの１０品目でプラス。LD をはじめ PS、EO、EG、BR などの７品目はマイナスとなっ
た。 
前年比では、主として稼働率要因から LD、HD、PS、塩ビ樹脂、塩ビモノマー、MMA モノマー、
BR、トルエン、キシレンなどの１２品目がプラス。PP、SM、EO、EG などの５品目はマイナスと
なった。 
 

２．樹脂の生産・出荷状況（LD、HD、PP、PS） 
イ）生  産 

前月比では、定修入りした LD に加え HD、PS の３樹脂でマイナスとなった。PP は稼働率要因か

らプラスとなった。 
前年比では、主として稼働率要因から LD、HD、PS でプラス、PP のみがマイナスとなった。 

ロ）国内出荷 
前月比では、年末と年始休暇による営業日数の差もあり LD、HD、PP の３樹脂でマイナスとなっ

た。PS は前月の出荷がやや低調であった反動もあり当月はプラスに転じた。 
前年比では、前年は原料動向からの様子見により出荷の低迷が続いていた。また、当年は、円安の定

着化からの輸入品の減少に対する国産品出荷の増加基調が継続していることもあり、４樹脂ともプ

ラスとなった。 
ハ）輸    出 

前月比では、原料動向等の交易条件面では良好な環境が継続しているが、国内出荷が増加している

こととの兼合いから、前月比では、LD、HD、PS でマイナス。前年比でも PS を除く３樹脂でマイ

ナスとなった。 
ニ）在    庫 

在庫量は、４樹脂揃って増加した。在庫率(季節調整済）は前月に対して LD、HD は上昇、PP、PS
は横這いとなった。在庫水準としては、いずれもやや高めの状態となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

以 上 

 生産増減に係る諸要因 ＜前 月 比＞ ＜前年同月比＞  
 日数増減 － －  
 定修要因等 ▲ ３．５ ％ ▲ ３．４ ％  
 能力増減  － ▲ ４．７ ％  

 稼働率変動 ＋ １．４ ％ ＋ ６．０ ％  
 生産増減率 ▲ ２．１ ％ ▲ ２．１ ％  

 
 

前月対比増減量 
（単位:トン） 

季節調整済在庫率（単位:ヶ月） 
１２月末 １月末 

L D ＋１９，９００ ２．８ ３．０ 

H D ＋１７，０００ ２．９ ３．１ 

P P ＋３０，３００  ２．８ ２．８ 

P S  ＋ ８，０００ １．７ １．７ 


